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水
道
事
業
会
計
の
平
成
２６
年
１２

月
３１
日
現
在
の
予
算
の
執
行
状
況

は
、
収
入
は
予
算
額
３６
億
４
千
７７０

万
円
に
対
し
て
、
執
行
額
は
２１
億

８
千
５１４
万
円
で
、
執
行
率
は
５９
．

９
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
支
出
は
予
算
額
４６
億
８

千
２５０
万
円
に
対
し
て
、
執
行
額
は

２６
億
７
千
３００
万
円
で
、
執
行
率
は

５７
．
１
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
本
年
度
の
水
道
事
業
は
、「
水
道

施
設
の
耐
震
化
」「
緊
急
時
の
応

急
給
水
体
制
の
強
化
」お
よ
び「
良

質
な
水
道
水
を
蛇
口
ま
で
お
届
け

す
る
こ
と
」を
事
業
目
標
に
掲
げ
、

各
種
の
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
主
な
内
容
と
し
て
は
、
市
内
に

布
設
し
て
い
る
配
水
管
の
耐
震
化

事
業
、緊
急
時
に
必
要
と
な
る
応
急

給
水
用
品
の
整
備
事
業
お
よ
び
良

質
な
水
道
水
を
お
届
け
す
る
た
め

の
鉛
給
水
管
解
消
事
業
な
ど
で
す
。

　
ま
た
、
財
政
面
で
は
事
業
収
入

の
根
幹
で
あ
る
水
道
料
金
収
入
が

減
少
傾
向
に
あ
る
中
、
本
年
度
よ

り
地
方
公
営
企
業
の
新
会
計
基
準

が
適
用
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
新

た
な
費
用
負
担
が
発
生
し
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
事
業
運
営
に
あ

た
っ
て
は
、
委
託
化
の
拡
充
や
事

務
改
善
に
よ
る
人
件
費
の
抑
制
な

ど
、
よ
り
一
層
経
費
の
節
減
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

平
成
２６
年
度
経
理
状
況

　
「
損
益
計
算
書
」
は
企
業
の
経

営
成
績
を
表
わ
し
た
も
の
で
す
。

収
益
か
ら
費
用
を
差
し
引
い
た
も

の
が
、
当
年
度
純
利
益
ま
た
は
純

損
失
で
す
。

　

平
成
２６
年
１２
月
３１
日
現
在
で

は
、
２
億
６
千
９６５
万
円
の
純
利
益

を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
こ
の
純
利
益
も
工
事

費
な
ど
の
支
払
い
や
国
な
ど
か
ら

借
り
入
れ
た
企
業
債
の
利
息
償
還

な
ど
に
よ
り
減
少
す
る
見
込
み
で

あ
り
、
平
成
２６
年
度
末
に
は
約
６

千
３８
万
円
の
純
損
失
と
な
る
見
込

み
で
す
。

営
業
費
用　
水
道
水
の
製
造
に
要

す
る
費
用
、供
給
に
要
す
る
費
用
、

一
般
管
理
費
な
ど

営
業
外
費
用　
支
払
利
息
な
ど

営
業
収
益　
水
道
料
金
な
ど

営
業
外
収
益　
加
入
金
な
ど

特
別
損
失　
過
年
度
損
益
修
正
損

な
ど

　
「
貸
借
対
照
表
」
は
、
企
業
の

財
政
状
態
を
明
ら
か
に
し
た
も
の

で
す
。

固
定
資
産　
建
物
、
市
内
に
布
設

さ
れ
て
い
る
配
水
管
な
ど
の
資
産

流
動
資
産　
現
金
・
預
金
、
未
収

金
な
ど

繰
延
勘
定　
退
職
給
与
金

固
定
負
債　
企
業
債
（
１
年
内
に

償
還
期
限
の
到
来
す
る
も
の
を
除

く
）、
退
職
給
付
引
当
金
な
ど

流
動
負
債　
企
業
債
（
１
年
内
に

償
還
期
限
の
到
来
す
る
も
の
に
限

る
）、未
払
金
、修
繕
引
当
金
な
ど

繰
延
収
益　
長
期
前
受
金

資
本
金　
固
有
資
本
金
、
繰
入
資

本
金
な
ど

剰
余
金　
資
本
剰
余
金
、
利
益
剰

余
金

問
水
道
局
総
務
課
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市
で
は
、
守
口
市
行
政

手
続
条
例
の
一
部
改
正

（
案
）
に
つ
い
て
、
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施

し
ま
し
た
。

　
こ
の
た
び
、
１
件
の
意

見
が
あ
り
ま
し
た
の
で
公

表
し
ま
す
。

意
見　
市
が
行
う
処
分
な

ど
行
政
手
続
の
公
正
の
確

保
と
市
民
・
事
業
者
の
権

利
擁
護
の
観
点
か
ら
条
例

に
今
回
の
一
部
改
正
案
に

関
わ
る
明
文
規
定
を
置
く

こ
と
は
必
要
と
考
え
る
。

市
の
考
え　
市
民
の
皆
さ

ん
の
権
利
利
益
の
保
護
に

資
す
る
た
め
に
、
改
正
に

必
要
な
作
業
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

問
法
制
文
書
課

℡�

０
６
・
６
９
９
２
・
１

４
２
７

守
口
市
行
政
手
続
条
例

の
一
部
改
正（
案
）に

つ
い
て

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
の
実
施
結
果

平成26年度予算の執行状況� 平成26年12月31日現在
区分 予算額 執行額 執行率

収
入

給水収益 27億1,668万円 20億2,342万円 74.5%
その他 9億3,102万円 1億6,172万円 17.4%
合計 36億4,770万円 21億8,514万円 59.9%

支
出

水道水の製造に要する費用 6億3,873万円 3億3,459万円 52.4%
供給に要する費用 6億6,226万円 4億3,330万円 65.4%
一般管理費など 17億3,209万円 10億 574万円 58.1%

建設に要する費用 8億2,280万円 3億7,306万円 45.3%
企業債償還金など 8億2,662万円 5億2,631万円 63.7%

合計 46億8,250万円 26億7,300万円 57.1%

貸借対照表� 平成26年12月31日現在
資産の部 負債・資本の部

固定資産 200億4,767万円 固定負債 120億3,546万円
流動資産 18億5,126万円 流動負債 8億5,212万円
繰延勘定 3億9,345万円 繰延収益 8億2,250万円

資本金 66億1,693万円
剰余金 16億9,572万円

当年度純利益 2億6,965万円
合計 222億9,238万円 合計 222億9,238万円

平成26年度経理状況
損益計算書� 平成26年4月1日～12月31日

費用(借方) 収益(貸方)
営業費用 15億2,435万円 営業収益 19億3,644万円

営業外費用 1億3,753万円 営業外収益 6,654万円
特別損失 7,145万円

当年度純利益 2億6,965万円
合計 20億 298万円 合計 20億 298万円

水
道
事
業
会
計
予
算
の
執
行
状
況

税もりトピ 水道 もりトピ


